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令和４年 3 月 7 日 

新津地区公⺠館運営審議会委員 
各 位 

新潟市新津地区公⺠館 
 

「第 8 期第 2 回新津地区公⺠館運営審議会の書⾯開催のお願い」及び 
「公⺠館運営審議会のあり⽅の検討」について 

 
早春の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
また、日頃から新潟市公⺠館施策につきまして、多⼤なご理解とご協⼒を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。 
2 月 22 日付け事務連絡で書⾯開催のご案内をお送りさせていただいていましたが、この度資料な

どがまとまりましたのでご案内いたします。ご多忙の折恐縮ですが各審議資料をご覧いただき、別
紙「質問・意見書」を下記のとおりご提出くださいますようお願いいたします。いただいたご質問・
ご意見については、とりまとめのうえ全委員に回答するとともに、新潟市ホームページに掲載させ
ていただきます。 

 
記 

１．議 案  （１）令和３年度事業中間報告と事業報告について 
          ①新津地区公⺠館 ・・・・・・・・・〔資料 1-1、1-2〕 
          ②⼩須⼾地区公⺠館 ・・・・・・・・〔資料 1-3、1-4〕 

（２）令和４年度事業計画（案）と事業概要について 
          ①新津地区公⺠館 ・・・・・・・・・〔資料 2-1、2-2〕 

   ②⼩須⼾地区公⺠館 ・・・・・・・・〔資料 2-3、2-4〕 
（３）令和 4 年度新潟市公⺠館事業の基本⽅針について（資料３） 

 
２．提出⽅法  「質問・意見書」に記入し、ＦＡＸ（0250-22-9616）でご提出ください。 
 
３．締め切り  令和４年３月１８日（金） 必着 
 
４．公⺠館運営審議会のあり⽅の検討について 

現在、公⺠館運営審議会については、様々な⽅々から意見が寄せられていますが、来年度から新潟
市公⺠館では、現在の市の状況等を踏まえた上で、同審議会の意義や今後の⽅向性、組織編成などに
ついて改めて協議していくことになりました。 

つきましては、協議を進めるにあたり委員の皆様からご意見をいただく機会を設けたいと考えて
おりますので、その際はご理解とご協⼒をいただけますようお願いいたします。 

【お問い合わせ】新津地区公民館 担当：大塚、古川、小出 

TEL 0250-22-9666 FAX 0250-22-9616 

ﾒｰﾙ niitsu.co@city.niigata.lg.jp 

mailto:niitsu.co@city.niigata.lg.jp






















令和４年度 新潟市公民館事業の基本方針 
 

 

１ はじめに 

新潟市教育委員会は令和２年３月、新潟市教育ビジョン第４期実施計画を策定しました。 

この計画では、学・社・民の融合による人づくり・地域づくり・学校づくりを通して、「これ

からの社会をたくましく生き抜く力」を育成することが、中心的な考え方として掲げられてい

ます。また「学校教育」、「生涯学習」、「教育行政」の各分野の施策が示され、「生涯学習」にお

いては、「絆づくりと活力あるコミュニティの形成」、「多様なニーズに応じた学習機会の充実」、

「生涯学習･社会教育の推進を支える基盤整備」の３つに取り組むことがうたわれています。 

今日の少子・超高齢化などによる人口構成の変化や人口減少、ICT の発展による高度情報社

会の到来、自然災害の多発、さらには地域コミュニティや人間関係の変化に伴い、これからの

社会では、地域課題の解決や地域活性化を推し進める人材の育成が重要になってきました。 

このような中で、公民館は、地域課題や社会の課題に向き合い、子どもから高齢者まで世代

に応じた学びの場を充実させ、その成果を地域で活かすとともに新たなつながりを広げること

によって、安心して暮らせる地域づくりを支えていきます。 

 

２ 基本方針 

（１）社会の変化や市民の多様なニーズに応じた学習機会の充実 

社会状況の激しい変化に対応できるように、子育てや家庭教育の支援、青少年の健全育

成や高齢者の学習機会の充実など、各世代の学びの場の提供と支援に努めます。 

（２）学・社・民の融合による地域の教育力の向上 

学校、家庭、地域そして公民館等の社会教育施設が連携・協力しながら、地域社会全体

の教育力の向上に努めます。 

（３）自信をもって自己実現していける市民の育成 

人とのかかわりの中で互いに考えを伝え合い合意形成を図るなど学習者の自己肯定感

を高めるような学習機会の提供を通して、変化の激しいこれからの社会で自己実現して

いくことができる力を高めます。 

（４）学びの循環を活かした地域コミュニティの形成・活性化への支援 

学びを通して、地域の課題・生活上の課題を把握し、解決に向けて取り組むことで、地

域での絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に努めます。 

 

３ 基本施策 

（１）人づくり、地域づくりを通した地域コミュニティ活動の活性化への支援 

（２）家庭における教育力向上の支援 

（３）青少年の生き抜く力を育む機会の充実 

（４）高齢者の学習支援や社会参加の促進 

（５）現代的・社会的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供 

 

４ 事業実施と評価 

各公民館は、基本方針を基に地域の実情やニーズにあわせた事業を実施し、事業実施後は、

事業の内容や成果について評価を行い、今後の公民館事業の充実を図ります。 

資料 3 


